
第５項 各事業本部内の各ユニット・執務場所等の出面数と現在員数を明らかにすること。 

第１項 今施策の目的を明らかにすること。 

第２項 営業統括センター化、統括センター化を行ってきた中での成果と課題を明らかにすること。 
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野中 広俊 

202６／1／2１ 

№５６ 

本社より提案された「ＪＲ東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方について」（組織再編・人事

賃金制度改正）提案に対し、八王子地本として各系統の技術・技能の継承と安全レベルの向上を図り、組合員・社員

の「安全・健康・ゆとり・働きがい」のある職場をつくりだす為に、解明申し入れの団体交渉をおこないました。 

東労組としては施策と向き合っていく。前広に示すところは示して

もらいたい。その上で労使議論を進める。会社としての見解は？ 

スケジュール感を決めて進める事は変わり

ない。協約等に則って対応していく。 

大宮と浦和（武蔵野統セに来る職場）の所属駅員の数も示せないと

八王子として責任もって提案を受け入れられない。 

大宮支社への確認もあるので持ち帰り検討

したい。 

具体的にどのような事を目指すのか？ ステークホルダーや地域に対して社会的課題を解決していく。

社会とグループの成長を目指していく。 

統括センターになるときも同じようなことは 

言われていた。 

スピード感を持って課題解決をしていく。重層的であった組織

体制を事業本部単位で課題解決ができる。 

目的の中で安全の記載がない事に

疑問を感じる。 

安全は経営のトッププライオリティーであることは変わりない。安全レベルを

上げることは今までと変わらない。安全文化の浸透を変わりなく取り組む。 

どのように安全が強化されるか伝わらない。準備室が

ある中で安全についてどんな体制を取るのか？ 

 

安全企画ワーキンググループを立ち上げている。安全に

ついて維持向上をしていく議論をしている。安全文化の

浸透を変わりなく取り組む。 

安全企画ワーキングが議論したものは発信されているのか？ 社員に発信をしていきたい。 

この間の課題は？ 課題解決のための事業本部化。イベントなどを実現するためのスピード感が課題。（支社や本

社を介さず）ワンストップの体制になることで、スピーディーに対応できる。 

 
スピード感は重要だが、支社のフィルターがあることで

コンプライアンスや安全などのチェック機能になる。 

 

コンプライアンスに関しては会社としても重要。スピード

感を持ちつつチェックは大事。 



第３項 首都圏本部所属の車両センターを事業本部内に置く理由を明らかにすること。 

第４項 事業本部内の各ユニットおよび機能のみ配置の目的と役割を明らかにすること。 

第６項 勤労人事ユニットの管轄するエリアを明らかにすること。 

第７項 事業本部内で行う生活ソリューション業務を明らかにすること。 
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野中 広俊 
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車両センターを首都圏本部に

集約した目的は？ 

メンテナンス標準化などが出来た。車セ間のネットワークが実現し、車両センター

毎で異なるマニュアルや取り扱いを一律にできるように解決できた。 

集約した成果を維持させるために、八王子事業本部内に

専門ユニットを置いたほうが良いと思う。 

この間築いてきた車セ間のネットワークが無くなること

はない。総車セとのネットワークは残していく。 

八王子とほかの事業本部での役割と業務内容の違いは？ 八王子事業本部の中にユニット制を敷いている。 

ユニット制の目的は各事業本部のフォローになる。 

例えば人身事故訓練などは各事業本部で行うのか？ 

 

機能別のワーキングで整理している。 

管轄エリアは回答に示した通りか？ 

 

回答の通り。八王子が武蔵野・立川・山梨事業本部もサポートしていく。 

先日の修正提案で、６事業本部から１２事業本部に 

変わった理由は？ 

きめ細やかな対応を行なえるように検討する中で、１２事

業本部が 24事業本部をフォローしていく形になる。 

 
本部本社の議論があったことを踏まえた上か？ 

 

本部本社で議論があったことは承知している。より良い形を 

検討した結果この様になった。 

現場第一線の社員で担うのか？ 

 

現状は支社で担っている仕事になる。支社から来た社員と現場第一線の 

社員が融合と連携を図る。 

 
支社の社員が事業本部に入るのか？ その通り。 

 

重要なのは安全の向上や品質の均一化。 問題意識は受け止める。体制が変わる中で安全レベルを落としては 

いけない。どのような形で運営していくか精査していく。 

 

内容による住み分けが必要だと思う。 認識は一緒だと思う。良い取り組みは連携して生かすこともできる。 

支社で担っていた社員は事業本部所属になるのか？ 

 

そこは間違いない。 



第８項 各事業本部の拠点の所在地を明らかにすること。 

第９項 各事業本部の境界の理由を明らかにすること。 

第１２項 各事業本部の予算配分を明らかにすること。 

第１１項 独身寮の所属を明らかにすること。 

第１０項 各事業本部の指揮命令系統図を明らかにすること。 
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野中 広俊 
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事業本部長はいるのか？ 

 

事業本部長は事業本部のある所在地にいる。 

運輸の統括や営業はどのようになるのか？ 駅長などは鉄道オペレーションを担うので現場の近くに置く考え。 

境界線とライン管理が一致しない。ライン管理を行っていて、 

八王子支社として要望を上げている。事業本部になり事業本部 

間で上げていく事は矛盾しないのか？ 

 

ライン管理のメリットを生かしつつ、設備を管轄

している事業本部で必要に応じて対応していく。 

 

ライン管理が事業本部とイコールにならない理由は？ 輸送に関してはライン管理で行っている。 

雪害や地震、台風などは現行のように八王子に集約 

した方が良いのではないか？ 

各事業本部で規定を定める考え。しかし精査する中で 

１２事業本部が行った方が良い考えも否定しない。 

予算が車セで使える分配分される

のか不安の声が出ている。 

必要な予算は配分していく考えは変わりない。車両修繕の予算だけは本社 

が予算を持つ考え。 

 

担う側の育成やフォローが急務である。 事業運営していく上でのノウハウなどを取り組まないといけない。 

 

武蔵野は大宮支社のエリアをまたぎ八王子の管轄に 

なる。新座から三郷に境界を変える理由は？ 

 

このエリアは商圏として魅力がある。三郷まで埼玉県であ

るため、武蔵野線として県内一体運営を考えた。 

職場の声として「詰所はあるのに何でトイレはないのか？」と出て要望を 

出しても、出来ない理由を明確に出さないと納得感がない。 

 

意見を受け止め対応していく。 

現場長裁量で使える予算などをどのように事業本部に行くのか？ 

運輸部で持っていた予算を事業本部で持つのか？ 

 

支社の財源が事業本部に移行する。

雑費も事業本部で執行。 

こちらの主張としては新座を境界にすべき。 

回答で書かれていた「現時点で 

は」とはどのような意味か？ 

 

見定めていくため現時点としているが、基本的には寮のある事業本部になる。

武蔵浦和に寮があるが、その寮に関する考え方は大宮支社と精査していく。 

 



第１３項 昇進試験や健康診断、運転適性検査、永年勤続表彰等の開催場所や実施方法について 

明らかにすること。 

第１４項 運転適性検査を担当するユニットを明らかにすること。 

第１６項 訓練センターの所属と受講する社員のエリアを明らかにすること。 

第１５項 大月事故研修の対象者を明らかにすること。 
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それぞれの開催場所は？ 昇進試験は八王子支社・立川総合事務所、健康診断は八王子・立川・甲府。運転適性

検査は八王子・立川、永年勤続表彰は八王子になっている。 

現・支社の安全企画ユニットの人が

担当するのか？ 

支社の安全企画ユニットの方が資格を有している。今後の形は検討して 

いる。しかし適性検査の資格を有している人が行うのが基本となる。 

３月３１日で区切りをつけるのか？ 全社員教育は３月３１日に終了。対象者は事業本部として今後も行う。 

回答で出ている「基本となる」

の意味は？ 

新秋津にある訓練センターは武蔵野事業本部所属になるので、基本的に４事業

本部は受けてもらいたいが、東大宮訓練センターで受けることも考えられる。 

ＡＴＯＳの訓練講師は設備技術センターの持ち回りで行っている。武蔵野

事業本部の所属で講師が八王子事業本部所属になるがどうなるのか？ 

 

講師に関しては今までと変わらない。 

事業本部で完結できる体制にしていく事も考えてほしい。武蔵野の人からすれば

立川や八王子に行くのは厳しい。 

 

柔軟な対応ができないかを

検討していく。 

八王子の中でも中央線と武蔵野線の乗務員で扱い方が違う。扱い方が統一できれば 

良いと思う。東大宮と新秋津の受講内容を精査してもらいたい。 

 

問題意識を 

受け止めたい。 

今後は事業本部ごとに大月事故研修の施設を活用していくよう検討。 

発足時は現行の形で行うのか？ 

 

そのようになる。 

今後は事業本部ごとに行うのか？ 

 

事業本部ごとに安全の取り組みとして柔軟に行う。 

どれだけの社員が受けているのか？ ８２％の八王子支社所属の社員が受けている。 

 
大月事故は重大な事故である認識。事業本部ごとの

開催では風化する懸念。作った設備を活用し安全を 

継承する取り組みを継続するように求めたい。 

問題意識を受けた。大月事故を風化してはいけないの

で、事業本部ごとに施設を活用してもらいたいとの考え

はある。安全企画と今後は詰めていきたい。 

東大宮と新秋津で取り扱いが違うこともある。取り

扱いが統一されなければ受けることは問題になる。 

支社ごとにあらゆる取り扱いが違う認識はある。しかし一石一朝

で統一できるものではないので、新秋津で受けてもらいたい。 

 



第１７項 現行各支社通達等の適用範囲を明らかにすること。 

第１８項 ＢＰＯサービスセンターの管轄するエリアを明らかにすること。 

第２１項 輸送障害などの異常時において、各系統の初動対応と復旧作業の体制を明らかにすること。 

第１９項 事務担当社員の配置する箇所を明らかにすること。 

第２０項 統括センター内にある運輸セクションについて、事業本部設置後に行路の持ち替えや 

統廃合の考えがあるのか明らかにすること。 
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どこが通達を出すのか？ 今と変わらない。人事であれば事業本部内の人事担当。事業本部をまたぐ場合は一括で出す。 

 

事業本部になった時に事務担当の所在地は変わるのか？ 

 

配置箇所については今の体制を維持する考え。 

 
運輸区時代は乗務本区にいたが、統括センター化してからは

東所沢の企画セクションしか事務担当がいなくなった。 

統括センター化されたときに出た課題を出さしてもらった。

乗務員と駅ではコミュニケーションを取るのも難しい。問題解

決を教えてもらいたい。 

 

体制変更で行路の持ち替えなどはあるのか？ 

 

大きく変わるものはない。 

 

緊急車両が配備されている職場と配備されていない職場は？ 

 

具体的に示すことは出来ないが、緊急車両を所有している職場もある。 

 

武蔵野でエリアが広がった職場も

八王子の管轄になるのか？ 

 

その通り。今の八王子支社ビルにあるＢＰＯで引き続き業務を担う。八王子・

立川・山梨・武蔵野の社員が対象。 

 

事業本部になった時に初動体制はどうなるのか？ 事業本部の枠にとらわれず初動対応をしていく考え。 

 

運転報を出すのも事業本部単位か？ 指令の範囲は変わらないので今まで通り。組織に合わせて名前は変えていく。 

 

エリアが広がった武蔵野事業本部全体も八王子のＢＰＯが管轄する。 

誰が担うのか？ 

 

いま各ユニットで整理をしている。八王子支社発行の今でも生きる通達は再通達になる。 

乗務セクションでは同じフロアにいた事務担当が

企画セクションに行った事で離れたと認識してい

る。しかし乗務セクションに戻ることが解決とは限

らない。問題意識は受け止めて改善を図りたい。 

豊田乗務ユニットと八王子乗務ユニットの統廃合はないのか？ 

 

統廃合はしない。 

 

今後、緊急車両を配備する職場はあるのか？ 示すものはないが、事業本部化で精査する内容ではある。 

基本交渉につながる内容であるため。どの職場に緊急車両が配備されているか教えてもらいたい。 

 
緊急車両が配備されている職場を明確に示すように要請！ 



第２２項 現行の設備・電機部門の設備技術センターとメンテナンスセンター等の今後の配置の 

考え方と保守エリアについて明らかにすること。 

第２５項 これまでの八王子地本と八王子支社において、労使議論を経て締結した協約等の運用範囲を 

明らかにすること。また、各便宜供与に考え方を示すこと。 

第２３項 車両検修部門が事業本部内で行う業務について明らかにすること。 

第２４項 県単位運用をスムーズに実現するために、新規採用者の計画を明らかにすること。 
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大月と甲府を統合する理由は？ 

 

人数が少ない関係。2職場を統合して職場の要員を厚くしていく。 

設備の様に八王子事業本部の車両セクショ

ンを設けない理由は？ 

八王子として採用するのか？ 採用の大元は本社で仕切る。 

全員甲府勤務になるのか？ 

 

メンテナンスセンターの在勤指定が無くなるので、勤務地を選択できる。 

 

事業本部になるが業務内容は精査中。現状では事業本部の車両ベ

ースになることしか言えない。 

 

採用計画は？ 

 

詳細な数を示すものではない。需給状況を踏まえた上で計画的に採用している。 

甲府土木派出は残るのか？ 

 

今の人員が残る形を考えている。 

足ロス的には増えるのか？大月に

出社することもあるのか？ 

 

大月出社は想定していない。甲府に出社することが基本になるが、緊急時は

大月に行くことはあり得る。 

 

検修社員は新入社員に６か月の教育をしているが、同じようなことを行う必要があるのか？ 

 

その通り。 

乗務員や駅員が検修業務を行う事はあるのか？ 

 

可能性として否定するものではないが、やるとなれば教育が必要。 

検修社員が駅に行く時は営業取り扱いを勉強しなければいけない。 そうなる。現実的なイメージとしては多売対応の応援。 

 
豊田車セが行う立川駅での派出業務はどうなるのか？ 

 

立川駅での派出業務は変わらない。 

 


